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〇 活動プログラム（予定） 
 

No プログラム項目 内 容 SDGs 目標 

１ SDGs ガイダン

ス 

「SDGs とは何か」をパネル・映像等により
わかりやすく提示・共有するとともに、参加
者の認識や理解を探る。また、「こども絵画コ
ンクール」入賞作品を紹介し、活動意欲を高
める。  

２ 自然体験・生態

系学習 

(ネイチャーゲー

ム等) 

施設及び農業大学校構内の自然(樹木・草花、
水辺、動植物等)を観察・体感する中で、自然
環境や生態系の保全への理解と行動を促す。 
また、活動の拠点として、テント設営等の実
地体験を行い、災害時に備えた防災意識・対
応力を涵養する。  

３ 自然散策、スポ

GOMI、自然燃

料収集 

施設の外周道路を含め自然散策を行いなが
ら、落ちているごみ拾いを通じた体力づくり
(スポ GOMI)、野外炊飯に使用する自然燃料
資源の収集作業に取り組む。    

４ GOMI 調査、

海・川ごみを考

える 

収集した GOMI を仕分け調査し、現状分析を
行うとともに、県内で発生している海・川ご
み等の実物を併せて検証し、その原因や対応
策について考える。    

５ 自然資源活用に

よる調理実践等 

火起こし・調理・野外炊飯の実践を通じて、
自然の恵み・重要性への理解を育む。併せ
て、環境対応自動車(PHV または FCV)の仕
組み等の学習や給電実演の体験を通じて、地
球温暖化問題と災害時対応について考える。    

６ SDGs 対応食事

の実践 

地産地消の素材の活用、ノンプラスチック製
品の使用、素材を全て使った調理によるノー
食品ロスなど、自然共生・環境対応の食事を
実践する。    

７ キャンプファイ

ヤー等共同作業

等 

参加者の役割分担の下に、キャンプファイヤ
ーの準備から片づけまで、また「SDGs」等
の火文字づくりなど、パートナーシップによ
る取組を実践する。  

８ 振り返り：

SDGs を考える 

第 1 日の活動を踏まえて、参加者が振り返
り、気づきや考えたこと、第 2 日への思い等
を交換、確認しあう。   

９ 高齢者スポーツ

体験等の運動時

間 

リフレッシュ運動として、高齢者や障がいの
ある人も楽しめるボッチャ等のニュースポー
ツ※１を体験、SDGs の理念「誰一人取り残
さない」等への理解を深める。併せて使用済
資源を活用したゲーム※2 も実施する。 
（※1 他に、ディスゲッターナイン、スナッ
グゴルフ等 ※2 「新聞で遊ぼ！」等）   

10 自然資源活用によ

るクラフトづくり 

自然資源を生かした「檜の板葉書や木笛」、
「木の枝ボールペン」など、創意工夫による
クラフトづくりを通じ、自然の恵みへの理解
を深める。   



 

 

No プログラム項目 内 容 SDGs 目標 

11 資源の再生利用

による調理実践 

使用済み段ボールによる窯づくりと、自然燃
料資源を使った地産地消食材によるピザ焼き
体験を行う。    

12 振り返り：

SDGs 取組宣言 

活動終了に際し、参加者が振り返り、気づき
や考えたこと等を交換、確認しあい、今後へ
の思いや取組、目標の宣言を行う。   

予 
備 
プ
ロ
グ
ラ
ム 

地産地消・農業

収穫体験 
隣接する愛知県立農業大学校における愛知の
伝統野菜等の収穫体験と野外炊飯 

 

身近な資源の再

利用による観察 
牛乳パックを使った手作りカメラ(日光写真)
による自然・風景の観察撮影 

  

当財団固有の廃

材利用によるク

ラフト 

当財団管理の愛知県総合射撃場で廃棄物とな
る①クレイピジョンを使った SDGs サインや
茶托づくり、②空薬莢と木材を使ったペン立
てなどのオンリーワンのクラフトづくり   

 

○活動プログラム全体 

当財団の職員が、これまで培った野外教育やスポーツ指導等の経験・ノウハウ

を最大限に活かして、全体の運営を行う。 

また、キャンプカウンセラー(当財団職員)をリーダーに、児童教育・自然学習

の指導者志望の学生スタッフが指導をサポート。実践を通じて、学生スタッフの

経験・ノウハウの育成も図る。 

 

 

 


